
沖縄県国民健康保険運営方針（第２期）（素案）について

１．運営方針（第２期）策定に向けたこれまでの経緯

●令和２年４月・６月 運営方針（第２期）（たたき台）の事前意見照会

運営方針（たたき台）に対する市町村事前アンケート（２回実施）

●令和２年７月 運営方針（第２期）（たたき台）の市町村との協議 → 素案作成

・第１回沖縄県国民健康保険運営連携会議（主管課長会議）にて市町村と協議

・第１回沖縄県国民健康保険運営協議会に事前説明

●令和２年９月 運営方針（第２期）（素案）の県民意見公募等

・県民意見公募（パブリックコメント） 提出意見０件

・市町村への法定意見聴取 提出意見２件 自由意見２件

（主に保険料統一（納付金等の算定方法）に関する意見）

・県庁内関係部局への意見聴取 提出意見２件（誤字の指摘等）

●令和２年11月 運営方針（第２期）（素案）の運営協議会への諮問

・第２回沖縄県国民健康保険運営連携会議（主管課長会議）にて市町村と協議

・第２回沖縄県国民健康保険運営協議会にて諮問

２．今後の予定

●令和３年１月 ２月 運営方針（第２期）（素案）の運営協議会からの答申

・第３回沖縄県国民健康保険運営連携会議（主管課長会議）にて市町村と協議

・第３回沖縄県国民健康保険運営協議会にて最終審議 → 答申 → 成案

(※諮問（11月）時点からの一部変更あり)

●令和３年３月 運営方針（第２期）策定

沖縄県国民健康保険運営方針（第２期） 策定 → 県ＨＰにて公表

第１回運営協議会での委員からの主な質問・意見等
・医療費推計（推計方法・新型コロナの影響）について確認
・はり、きゅう及びあん摩マッサージの受領委任の県の取組について確認
・保険者インセンティブの活用・周知についての意見
・レセプト点検や第三者求償における職員育成の重要性についての意見
・法定外繰入等の解消に向けた取組について確認

第２回運営協議会での委員からの主な質問・意見等
・保険料（税）の統一に関する市町村からの意見や、統一することの
メリット・デメリット、統一までの工程等について確認

・予防・健康づくり支援交付金の拡充内容について確認
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３．運営方針（第２期）（素案）諮問（11 月）時点からの主な変更箇所

誤字等の修正のほか、第 9章２（２）の「歯周疾患検診」を「歯科健診」に変更

変更後（２月時点） 変更前（11月諮問時点） 修正理由等

第９章 第９章

２ がん検診及び歯科健診との連携 ２ がん検診及び歯周疾患健診との連携

（１）がん検診 （１）がん検診

（略） （略）

（２）歯科健診 （２）歯周疾患検診 保険者努力

歯・口腔の健康は、全身の健康の保持 歯周疾患検診は、疾病の発見のみなら 支援制度の評

に重要な役割を果たしており、高齢者の ず、検診の実施により自己管理能力を高 価指標が「歯

保健事業におけるフレイル予防対策とし 揚させ、実践へ結びつけることにより豊 周疾患検診」

ても重要である。 かな高齢期を迎えることを目的としてお から「歯科健

市町村の事業として歯科医師により実 り、健康増進法第 19 条の２に基づき市 診」に変更さ

施される健診の実施及び受診率が保険者 町村が実施している。 れたため

努力支援制度の評価指標とされている。

令和元年度は、23市町村が歯科医師に 平成 26 年度は、８市町村の実施に留
よる健診を実施している。 まっており、当面、実施市町村数を増加

させることが課題である。

県及び市町村は、関係部局で連携し、 県及び市町村は、関係部局で連携し、

歯科健診の実施及び受診率の向上に努め 歯周疾患検診の実施及び受診率の向上に

る。 努める。
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保険者努力支援制度の評価指標の変更
厚生労働省資料「平成30年度 都道府県ブロック会議 （九州・沖縄ブロック）」

歯科健診実施状況
（平成３０年度の実施状況を評価）

得点

・ 歯科健診を実施（※）しているか。
※ 歯周疾患（病）検診、歯科疾患（病）検診を含む。

25

平成３1年度実施分

【共通指標②（２）歯科健診実施状況】

27

保険者努力支援制度（平成3１年度市町村分）における評価指標

歯周疾患（病）検診実施状況
（平成29年度の実施状況を評価）

得点
該当保
険者数

達成率

・歯周疾患（病）検診を実施しているか。 25 1,265 72.7%

平成３０年度実施分

【平成３１年度の指標の考え方】

○ 「今後の保険者における予防・健康づくり等の取組の推進に当たって共通的に評価する指標について」（保険者による健診・保健指
導等に関する検討会での取りまとめ、平成２８年１月）において、「歯科健診」が指標となっていることを踏まえ、指標を修正する。
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